
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ アスチカ会員世帯  避難元別             表２ 広島県把握の避難者数 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

  

 表３ アスチカ会員  世帯状況 

 

 

 

 

 

 

  

アスチカとぴっくす 
第 59号 

号 

 
２０１９年 3 月２9日発行  発行元 ひろしま避難者の会「アスチカ」 

〒733-0003 広島市西区三篠町 2丁目 15-5   tel: 082-962-8124   fax: 082-962-8125 

URL: hiroshimahinanshanokai-asuchika.com   email: hiroshima.hinan@gmail.com 

アスチカ = 「明日へすすむ力」。 
東日本大震災・原発事故の影響により広島へ来た

避難者が、避難生活を落ち着かせ次のステップに

踏み出すことをサポートする当事者団体です。 

2019 アスチカ会員アンケート 

結果のご報告 

ＨＰでも公開中！  http://hiroshimahinanshanokai-asuchika.com/questionnaire 

第 6回目となったアスチカ会員アンケート。結果を抜粋でお届けします。 

ア ス チ カ 会 員 情 報 

  世帯数（人数） ％ 

岩手県 0 （0） 0.0% 

宮城県 9 （30） 8.7% 

福島県 48 （157） 46.6% 

関東地方 46 （148） 44.7% 

計 103 （335）   

 2019年 2月 28日 

 

  世帯数（人数） % 

岩手 2 (4) 1.6  

宮城 29 (57) 22.8  

福島 66 (178) 52.0  

その他（関東地方など） 30 (72) 23.6  

計 127 (311)   

 2019年 2月 28日 

 
世帯数は 10 減。新規入会世帯は 3 世帯。避難元へ帰った方は 4 世帯、自主退会が 4 世帯、他県への転居が２世帯、転居

先不明の方が 1 世帯。1 世帯は分離して 2 世帯にもなっています。岩手県からの会員数は 0 になりました。関東からの避

難者の登録者が、県把握より多くなっています。 

  世帯数 ％ 

単身 8 7.8% 

大人のみ 15 14.6% 

大人+子ども世帯 80 77.7% 

（うち母子世帯） 19 18.4% 

 

単身世帯が減りました。 

子ども世帯も、当初は子どもの年齢層が未就学

児～小学生低学年が中心でしたが、小学生高学

年～中高生が中心になってきました。集まったと

きに中学校・高校が話題になることも増えまし

た。 



 

 

 

◆ 今、大変なこと、つらいことは何ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆自分を「避難者である」と言うことに抵抗はありますか？       ◆ 今、楽しいこと、楽しみにしていることはあり 

                                         ますか？ 

 

 

 

 

（複数回答あり） 

  回答数 ％ 

仕事が見つからない 3 5.6 

仕事にやりがいを感じない 4 7.4 

生活費が足りない 16 29.6 

支援が縮小していくこと 4 7.4 

避難指示が解除されたこと 2 3.7 

避難指示が解除されそうなこと 0 0.0 

体調不良 11 20.4 

忙しすぎる・自分の時間がないこと 12 22.2 

親の介護 7 13.0 

育児 3 5.6 

子どもの教育・進路 11 20.4 

家族バラバラに暮らしていること 10 18.5 

避難元の親・親戚・友人になかなか会えないこと 21 38.9 

心の余裕のなさ・精神的な不安定さ 13 24.1 

家族間の意見の不一致（夫婦間、パートナーと自分） 5 9.3 

家族間の意見の不一致（自分と親） 5 9.3 

家族間の意見の不一致（自分と子ども） 1 1.9 

避難元が復興しないこと 3 5.6 

避難元の復興が望む形と違うこと 7 13.0 

避難元に帰れないこと 5 9.3 

今住む地域に親しい友人がいないこと 4 7.4 

避難元の友人と疎遠になってしまったこと 13 24.1 

震災や原発事故のことが世間から忘れられているように感じること 21 38.9 

原発が再稼働されたこと 18 33.3 

避難先の人たちと意識の差を感じること 12 22.2 

避難への無理解 10 18.5 

特にない 1 1.9 

その他 5 9.3 

 

アンケート結果 回収数 ５４世帯／１０３世帯（回収率 52.4％） 

  回答数 ％ 

はい 37 68.5 

いいえ 7 13.0 

無回答 10 18.5 

 
2 

  回答数 ％ 

とても抵抗がある 6 11.1 

少し抵抗がある 18 33.3 

あまり抵抗はない 11 20.4 

全く抵抗はない 19 35.2 

 



◆ 今後、どんなことに不安がありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後のご予定は決まっていますか？           ◆ 広島の生活の中で心をゆるせたり、頼り 

                          あったりできる人とのつながりはできま      

し                          したか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （複数回答あり） 

  回答数 ％ 

避難先の生活が安定するか 11 20.4 

自分の健康が保てるか 24 44.4 

家族の健康が保てるか 22 40.7 

避難し続けられるか 8 14.8 

公的支援がいつまで続くか 3 5.6 

避難指示が解除されること 0 0.0 

子どもをしっかり育てられるか 12 22.2 

子どもの教育・進路 13 24.1 

家族が一緒に暮らせるか 5 9.3 

夫婦の関係が悪化しないか 1 1.9 

避難元の親・親族との関係、付き合い 15 27.8 

避難元へ帰れるか 0 0.0 

避難元へ帰らなければいけないこと 5 9.3 

避難元へ帰った時に孤立しないか 3 5.6 

避難元にいる親の老後・介護 22 40.7 

特にない 4 7.4 

その他 3 5.6 

 

  回答数 ％ 

今住んでいる自治体へ定住 23 42.6 

避難元ではないところへ移動 1 1.9 

近いうちに避難元へ戻る 0 0.0 

いずれ避難元へ戻る 2 3.7 

決めていない 19 35.2 

上記に当てはまらない 8 14.8 

無回答 1 1.9 

 

  回答数 ％ 

はい 44 81.5 

いいえ 7 13.0 

無回答 3 5.6 

 

アンケートの代表的なものをご紹介しました。 

昨年と比べアンケートの回収数が昨年より増えました。回答の傾向に大きな変化はありませんでしたが、昨

年、回答数の多かった「避難元の親の心配」を選ぶ割合がさらに大きくなっていることが読み取れます。さら

に、そのことから避難元へ帰ることを考えた方がよいのか…という迷いが生まれてきている方も増えているよう

です。ＨＰに、ここにご紹介した以外の質問とその回答もご紹介していますので、ご覧ください。 
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ルナさんの占い 

日  時：４月１７日（水）１３：３０～１５：３０ 

参加費：１０００円（ドリンク付） 

占い師：ルナ 

 

年・月・日・姓名をもとに数秘術、九星気学などの

１5 種類の占いのエッセンスを統合した画期的な

占い「心呼吸」してみましょう！ 

お申込みは下記 HP「占いの花束」でも OK！   

https://www.uranai-hanataba.com/ 

広島の方が主催の催しです。広島の方が「たねまく広場」を利用してくださることで、新たな広島の方とのご縁を

いただいています。 
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【 予 約 優 先】 

４月「たねまく広場」での催し 

お 問 合 せ ・ お 申 込 み は ア ス チ カ 事 務 局 ま で 。 

Tel : 082-962-8124     Mail : hiroshima.hinan@gmail.com 

お 気軽 に ご 参加 く ださ い ♪ 

皆さんが広場へ足を運ぶきっかけにと企画するアスチカ主催の催しと、アスチカ会員が特技を生かし開催

する催しです。 

アスチカ会員で、10年のキャリアを持つ鍼灸師による 

鍼灸治療。鍼の入門版として、お気軽にご利用ください。 

日 時：４月２３日（火）１０:４５～１３：００ 施 術：山村政子（山村鍼灸治療院・アスチカ会員） 

施術料：１５００円（ドリンク付）／１コマ（施術 30分）※美容鍼 ２０００円／１コマ 定員：３名 

*** 山村治療院 ***   

広島市中区宝町 6-30 レガロ壱番館 301  

TEL  080-6243-3631 

 

鍼灸治療＠たねまく広場 

【予約優先】 １０時より４５分１コマとしてご予約を承ります。 

 

4月の「Reve クッキングレッスン」はお休みです。次回は 5月 13日（月）の予定です。 

次回は 5月 17日（金）の予定です。 

  西区 お茶会サロン 

「なにしょぉるん？お茶のみにおいでぇや」 
 

 

薬剤師 平野さんの「いのちを守るお話」を伺

います。平野さんは、土砂災害時の睡眠のカ

ウンセリングをされている方です。 

主催：若者活動サポートセンターあおぞら 

日 時：４月２０日（土） １１：００～１４：００ 

参加費：８００円（ランチ代込み） 

 

ランチメニュー あったかご飯と豚汁 

：  
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アスチカサポート 

チーム 

参加者募集中！ 
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ひろしま避難者の会『ア

スチカ』や広域避難者を

支えることはもちろん、さ

らに東日本大震災・福島

第一原発事故により被災

地から遠く離れ避難した

「広域避難者支援」の課

題や情報を共有したり、

意見交換、共同イベント

開催などを目指します。 

【お問い合わせ】 

082-962-8124 

hiroshima.hinan@outlook.j

p 

アスチカへのサポートについて 
 
「たねまく広場」をご利用いただくことが有難いサポートです。お

気軽に足をお運びください。 

また、寄附金は右記の口座でお受けしています。 

◆ゆうちょ銀行◆  

【記号】15150 【番号】480341  

【名称】ひろしま避難者の会 アスチカ  

※ 他行からの振り込みの場合は  

【店名】五一八 （読み ゴイチハチ） 【店番】５１８ 

【預金種目】普通預金 【口座番号】0048034 
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Special  

Thanks 

今年度はさまざまなことがありました。夏には豪雨災害があり、広島も 23市町で災

害ボランティアセンターが立ち上げられるなどしました。そのような中でも私たち

の活動に温かいお言葉や手を差し伸べていただき、ありがとうございました。今年

度の事業も無事に完了し、また来年度に向けて頑張ってまいります。 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「たねまく広場」について     

                     Open 月・火・水・金・第 3 土曜 10:00～16:00（祝祭日は休み） 

                                                        

１．食べ物の持ち込み自由！                    

  ※来られるお子さんの中にはアレルギーを持つお子さんがいることもあります。安全のため、お子さんへお菓

子等飲食物を配られることはご遠慮ください。 

 ２．ウォーターサーバーを設置し、セルフでご利用いただくｺｰﾋｰやお茶などご用意しています。（\100～） 

 ３．キッズスペースあります。 ※保護者の方の見守りが基本ですが、金曜日は見守りスタッフがおります。 

４．被災地の地方新聞など、被災地や被災者にかかわる資料を自由にご覧いただけます。 

５．大テーブルは予約利用（10 時～13時・13時～16 時）が可能です。 

利用料：利用人数×\500（セルフドリンクコーナー使用料含む） 

 ６．大テーブルを使ってのミニ教室開催が可能です。教室開催ご希望の方はご相談ください。 

                                              （ミニ教室もセルフドリンクコーナーFREE） 

「たねまく広場」のフェイスブックページあります.  https://www.facebook.com/TanemakuSq/ 

 


